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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月27日(2008.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物において対象となる抗原性ポリペプチドに対する免疫応答を高める組成物の製造の
ための、プロセシング成分と該対象となる抗原性ポリペプチドとを含む融合タンパク質を
コードする核酸構築物の使用であって、該核酸構築物が宿主細胞で発現される場合に、該
プロセシング成分が該抗原性ポリペプチドの異種プロセシングをもたらす使用。
【請求項２】
　プロセシング成分が、膜およびサイトゾル画分に対する抗原性ポリペプチドの異種細胞
内局在化を可能にするペプチドである、請求項1に記載の使用。
【請求項３】
　プロセシング成分が、E型肝炎ウイルスのPORF2タンパク質のN末端アミノ酸1～100に由
来し、かつ該N末端アミノ酸1～100から選択された5～100個の連続するアミノ酸の配列を
含む、請求項1または2に記載の使用。
【請求項４】
　プロセシング成分が、配列番号：2もしくは配列番号：3に記載のアミノ酸配列またはそ
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れに対して少なくとも50％、もしくは少なくとも60％、もしくは少なくとも90％の類似性
を有するその機能性変異体を含む、請求項1から4のいずれか一項に記載の使用。
【請求項５】
　プロセシング成分が、配列番号：5もしくは配列番号：6に記載のヌクレオチド配列また
はそれに対して少なくとも50％、もしくは少なくとも60％、もしくは少なくとも90％の類
似性を有するその機能性変異体によってコードされる、または中程度のストリンジェンシ
ーの条件下で配列番号：5もしくは配列番号：6にハイブリダイズ可能な配列によってコー
ドされるアミノ酸配列を含む、請求項1から3のいずれか一項に記載の使用。
【請求項６】
　対象となる抗原性ポリペプチドがウイルスカプシドポリペプチドであり、かつプロセシ
ング成分が、配列番号：5もしくは配列番号：6に記載のヌクレオチド配列またはそれに対
して少なくとも50％、もしくは少なくとも60％、もしくは少なくとも90％の類似性を有す
るその機能性変異体によってコードされる、または中程度のストリンジェンシーの条件下
で配列番号：5もしくは配列番号：6にハイブリダイズ可能な配列によってコードされる、
請求項1から5のいずれか一項に記載の使用。
【請求項７】
　核酸分子がプロセシングペプチドと抗原性ポリペプチドとを含む融合タンパク質として
宿主細胞で発現される場合に、宿主において対象となる該抗原性ポリペプチドに対する免
疫応答を高める、または対象となる該抗原性ポリペプチドの異種プロセシングをもたらす
該プロセシングペプチドをコードするヌクレオチド配列からなる単離核酸分子であって、
該プロセシングペプチドが、E型肝炎ウイルスのPORF2タンパク質のN末端アミノ酸に由来
し、該N末端アミノ酸1～100から選択された5～100個の連続するアミノ酸の配列を含む、
単離核酸分子。
【請求項８】
　プロセシング成分が、配列番号：5もしくは配列番号：6に記載のヌクレオチド配列また
はそれに対して少なくとも50％、もしくは少なくとも60％、もしくは少なくとも90％の類
似性を有するその機能的変異体によってコードされる、または中程度のストリンジェンシ
ーの条件下で配列番号：5もしくは配列番号：6にハイブリダイズ可能な配列によってコー
ドされる、請求項7に記載の単離核酸分子。
【請求項９】
　プロセシング成分が、配列番号：2もしくは配列番号：3に記載のアミノ酸配列またはそ
れに対して少なくとも50％、もしくは少なくとも60％、もしくは少なくとも90％の類似性
を有するその機能的変異体を含む、請求項7に記載の単離核酸分子。
【請求項１０】
　プロセシング成分と少なくとも一個の抗原性成分とを含む融合タンパク質をコードする
ヌクレオチド配列を含む単離核酸構築物であって、該プロセシング成分が、請求項7から9
のいずれか一項に定義されるか、またはそこに定義された核酸分子によってコードされ、
かつ該核酸構築物が宿主細胞で発現される場合に、該プロセシング成分が抗原性ポリペプ
チド成分の異種プロセシングをもたらし、その結果、抗原性ポリペプチドに対する免疫応
答を高める、単離核酸構築物。
【請求項１１】
　請求項7から9のいずれか一項に記載の核酸分子、または請求項10に記載の構築物をトラ
ンスフェクトした単離細胞。
【請求項１２】
　抗原提示細胞である請求項11に記載の細胞。
【請求項１３】
　請求項7から10のいずれか一項に記載の核酸分子、または構築物を含む、核酸ワクチン
。
【請求項１４】
　ウイルスレプリコンを含む、請求項13に記載の核酸ワクチン。
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【請求項１５】
　動物における免疫応答を調節するために用いられる、請求項10に記載された核酸構築物
ならびに1つまたは複数の薬学的に許容される担体および／または希釈剤を含む組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　参考文献一覧
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